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【目的】良好な妊娠転帰のためには、妊娠中の十分な栄養摂取が不可欠である。そこで我々は、行動療法の1つである「セルフモニタリング」手法に着目し、“食事バランスガイド”を用いた食育プログラムの有効性を検討した。ここでは、ベースライン調査の結果を基に、妊婦の栄養状態および食に対する知識・態度について報告する。
【方法】東京都内の産科施設に通院している健康な妊娠17週以下の妊婦で、研究内容を説明した後、文書にて参加同意が得られた17名を対象に食事調査およびアンケート調査を実施した。対象者をランダムにA群（食事記録群）とB群（食事バランスガイド群）に割りつけ、食生活介入をおこなった。第２回調査は中期に行った。食事調査は24時間思い出し法を用いて行い、食品や料理の重量を把握するためのツールとして実物大「食品モデル写真集」（第一出版，東京）を用いた。栄養素等の算出には、国民健康・栄養調査方式システム「国楽調」を用いた。統計学的には2群間の差を検討し、有意水準5%を統計学的有意とした。
【結果及び結論】ベースライン調査では、2群間で対象者の年齢、妊娠週数、妊娠前BMIに有意差を認めなかった。また、食事調査から得られた栄養素等摂取量の比較においても、有意差を認めなかったが、いずれの群においてもエネルギー摂取量は低値であった。第2回調査結果では、A群よりB群でエネルギー摂取量の増加が認められ、カルシウムや葉酸の摂取量も高かった。
なお、本研究は、平成19年度日本栄養改善学会特別研究助成を受け、また同学会の倫理審査委員会の承認を得て行われたものである。
